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１．背景と目的 
 床版は橋梁において，輪荷重を直接支持する構
造体であり，鋼橋において疲労損傷を受けやすい
部材の一つである．特に鉄筋コンクリート（以下，
RCと呼ぶ）床版は，交通荷重によるひび割れ等に
伴い，耐荷性能が徐々に低下して，最終的には押
抜きせん断破壊に至る．RC 床版の維持管理とし
て，床版のたわみを用いた劣化度評価が考えられ
ている． 
 実橋の床版における一般的なたわみ計測は，計
測のために不動梁のような治具架台に接触型変
位計を設置して行われる．このため，たわみ計測
には変位計の設置作業に多くの時間を要してい
る．また，床版のたわみ量は最大 1 mm程度の微
小なものであり 1)，治具架台の支持条件によっ
て，誤差が大きい計測となってしまう場合があ
る．よって，床版のたわみ計測には簡便に設置で
き，計測誤差が生じにくい技術が望まれている． 
 本研究では，実橋より撤去された RC 床版に対
して，輪荷重走行試験を実施し，不動梁を用いた
接触型変位計による床版たわみの計測手法（以
下，変位計手法と呼ぶ）と，簡便に設置できる加
速度センサによる床版たわみ計測手法による値
を比較し，加速度センサを用いた床版たわみ計測
手法の適用性を評価した．なお，本研究では，加
速度センサによるたわみ計測手法について，不動
梁が不要で，特殊な加速度センサを用いる，床版
のたわみ形状を把握する手法 2)（以下，たわみ角
手法）を適用した． 
 
２．試験概要  
 本研究では，撤去された RC 床版試験体（床版
支間 2,500 mm×橋軸方向 2,000 mm×床版厚さ
220 mm）に対して，輪荷重走行試験を実施した．
図 1に屋外輪荷重試験機を示す．使用した輪荷重

試験機は，2軸 2輪の鉄輪を有し，最大台車重量は
32 tfである．また，5,000回/日程度の走行速度
であり，走行範囲が 6 mと広いため着目床版の前
後にダミー床版を設置した． 
変位計手法では，床版の支持桁に不動梁を固定

して，接触型変位計（分解能：1/200 mm）を床版
試験体下面の中央に設置した．たわみ角手法につ
いては，特殊な加速度センサを接触型変位計と同
一断面に設置した．また，たわみ算出には，複数の
センサ値が必要なため，本検討では橋軸直角方向
に 5 台設置した．図 2 に計測位置，図 3 に各セン
サの設置状況を示す．輪荷重走行試験は車輪が通
過する回数で 75,000回まで実施し，適宜，両手法
での計測を行った． 

 

３．結果  
輪荷重走行試験 1,000 回時に床版上を輪が移動

した際の床版たわみを計測した．たわみの計測結
果を図 4に示す． 
たわみ角手法によるたわみの計測値は，輪が計

図 1 輪荷重載荷試験機 

図 2 計測位置（透視図） 
図 3 センサ設置状況 
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測断面に近づくにつれて大きくなり，通過ととも
に小さくなっている．たわみ値は支間中央の加速
度センサ位置（D_SE3）において最大となってい
る．たわみの最大値は 2.40 mmであった．一方，
ほぼ同時期に計測した変位計手法によるたわみ
は 2.41 mmであり，変位計手法とたわみ角手法に
よるたわみはほぼ同値であり，加速度センサによ
って床版たわみが正確に計測されていると考え
られる． 
図 5に輪荷重走行の経過に伴う床版支間中央の

活荷重たわみ値の変化を示す．変位計手法とたわ
み角手法ともに，右肩上がりの増加傾向を示して
いる．一般的に，走行回数に伴う RC床版のたわみ
増加傾向は，載荷初期では曲げひび割れの発生に
よってたわみが急増し，その後，安定した漸増状
態となる．さらに終局に近くなるとたわみが再度
急増して，最後には押抜きせん断破壊に至る．図
5 に示す床版の活荷重たわみの増加過程は，曲げ
ひび割れ発生による初期のたわみが急増する挙
動と，その後の漸増期を捉えていると考えられる
ことから，たわみ角手法を用いて算出された床版
の活荷重たわみから，床版の劣化度を評価するこ
とが可能となることが示唆される． 
特に漸増期前半までの，試験開始から 50,000回

までの間は，変位計手法とたわみ角手法のたわみ
はよく一致している．一方で，漸増期後半（50,000
回以降）では，たわみ角手法の方が変位計手法よ
り大きいたわみ値を示している．現状でこの原因
は明らかになってはいないが，床版下面のひび割
れに角欠けやノロが発生していることから，大き
なひび割れの発生が影響しているものと推定さ
れる． 
図 6に活荷重による橋軸直角方向のたわみ形状

を示す．中央にプロットした点が変位計手法によ
る値であり，線で示したグラフがたわみ角手法か
ら算出された床版たわみである．走行回数の増加
に伴い，たわみが増加しており，剛性低下に伴っ

て活荷重によるたわみ形状の曲率が大きくなっ
ていくことが捉えられている．  
 

４．まとめ  
 本研究では，実橋から撤去した RC 床版を用い
た輪荷重走行試験において，接触型変位計による
手法と特殊な加速度センサからたわみを算出す
る手法を適用し，活荷重による床版たわみの増加
性状について比較した．設置が簡便な加速度セン
サを用いたたわみ角手法は，床版支間中央におい
て接触型変位計で計測したたわみと同等の計測
が可能であることがわかった．特に RC 床版の損
傷過程における曲げひび割れ発生から漸増期前
半までのたわみ増加傾向が捉えられると思われ
る．さらに，たわみ角手法においては，橋軸直角
方向の床版のたわみ形状も推定できることが確
認された．これらのことから，床版の劣化度の評
価 3）にたわみ角手法が活用できる可能性が確認さ
れたものと考えられる． 
 今後の課題としては，輪荷重走行試験終盤のた
わみ漸増期後半において見られた，変位計手法と
たわみ角手法のたわみ値の差が生じる原因の解
明が挙げられる．また，実橋のように桁と床版の
たわみが複合して生じる場合の適用性を検討す
る必要がある． 

図 5 載荷回数とたわみの増加傾向 
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図 4 輪通過時のたわみ計測結果（1,000 回時） 

表 6 橋梁諸元と実測値 

 

図 6 橋軸直角方向たわみ形状 
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